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In the former time through which telephone and subsequent internet have spread, telegraphic communication 
was used for remote place in the company.  
In this paper, Mitsui Bussan which is a trading company is taken up to an example, and the actual condition 
of telegraphic communication usage is considered.  
In Mitsui Bussan, from immediately after incorporation procedures of Meiji Era, they built some branches 
in home and abroad, and they introduced telegraphic communication from early time for connection between 
the head office and a branch etc.  
They set up a specialized organization for telegraph charge, and created telegraphic code books for the 
reduction of communication costs.  
It is thought that rapid transmission of information by telegraphic communication use had great influence 










































































































銭、1 語増すごとに 3 銭であった。市外電報は、






Great Northern Telegraph Co.）に対して認可を
与え、同社が長崎・上海間と長崎・ウラジオスト












































































1919 年にはマニラ線 5.40 フラン（ウラジオスト
ク線・イースタン線はともに6.67フラン）、1926








































































































































名は『Private Code Mitsui Bussan Kaisha』）を
作成した。その10年後の1891年には改訂第2版
を作成した。この第2版は、ロンドンのWorrall & 








た。和文で 1876 年の初版以来、1940（昭和 15）






























































和文で約3000（56 x 56 = 3136）用語、英文で1200






























































































60 疋から 100 疋まで 10 疋ずつ、そこから 500 疋
まで50疋ずつ、そこから1000疋まで100疋ずつ、










































報では 30 銭（15 銭 + 3 銭 x 5）、市外電報が 1
円（50 銭 + 10 銭 x 5）である。これに対して、
欧州向け外国電報（長崎からの料金）は、ウラジ













































































































































































































































































電報は30銭（15銭 + 3 銭 x 5）、国内市外電報















































































東京 5時間20分 7時間8分 3時間56分
大阪 3時間31分 6時間 1時間55分
神戸 5時間 8時間30分 2時間53分































表 3 三井物産における 1904（明治 34）年下半季
の主要店舗の電信発着回数 
店名 出電回数 来電回数 
本店営業部 3,711 3,921 
名古屋 1,181 1,185 
大阪 1,787 2,592 
神戸 3,843 2,914 
門司 3,500 3,958 
若松 1,705 1,415 
唐津 622 405 
三池 253 255 
口ノ津 2,117 1,360 
台北 2,332 2,004 
長崎 1,521 1,385 
京城 237 236 
仁川 186 152 
天津 567 594 
上海 2,683 2,574 
香港 1,320 1,163 
マニラ 257 223 
シンガポール 373 361 
ジャワ 192 148 
ボンベイ 279 176 
ロンドン 920   
ハンブルグ 187 163 
サンフランシスコ 285 260 
注 1：横浜、函館、ニューヨークは回数記載無し。 
注 2：ニューヨークは来電回数記載無し。 
資料：『明治 37 年度事業報告』 三井物産合名会
社  P53 ～ 54 。 （ 『 三 井 物 産 事 業 報 告 書 
1897-1944』 丸善株式会社 2007 DVD４巻シリー
ズの第１巻）。柳敦・藤井信幸「第 5 章  戦前期日
本商社の海外情報伝達システム」 松本貴典編
『戦前期日本の貿易と組織間関係   情報・調整・
協調』 新評論 1996 年 P190 にも同様の表が掲
載されている。 
 





年の大阪支店の電信発信数は 3574 通（半期 1787
通の2倍）であり、1ヶ月あたり約298通である。






















































































































































































には名古屋支店、同年 5 月には神戸支店、同年 7
月には岡山支店、1953年 1月には仙台支店、同年


































































































































通達については、藤田幸敏「第 2 章  商社の総合






年一月ヨリ同三十三年六月迄    逹』（1900 年 1















年史 下巻』 1978年 P259。 
(7)安岡重明編著『三井財閥の人びと 家族と経営




本三井物産株式会社 100 年史 上巻』 1978 年 
P76～77。 
(10)前掲『三井物産 経験録集』P24～30。 
(11)成田潔英『王子製紙社史 第 4 巻』王子製紙






















電話 テレコムの経済史』勁草書房 1998 年 
P246。原典は、三井物産大阪支店『大阪支店出入
電信状況並私設託送局ニ就テ（支店長会議資料附
録）』（第拾表） 1926年 三井文庫所蔵。 
(22)前掲『1900年への旅 あるいは、道に迷わば
年輪を見よ』P54～56。 
(23)表 3 の資料は、三井物産合名会社『明治 37
年度事業報告』P53～54（三井物産『三井物産事業
報告書 1897-1944』丸善 2007年 DVDの 4巻シ
リーズの第1巻）。柳敦・藤井信幸「第5章  戦
前期日本商社の海外情報伝達システム」松本貴典
編『線前期日本の貿易と組織間関係   情報・調
整・協調』新評論 1996年 P190にも同様の表が
掲載されている。 






治39年』丸善 2014年 P256～257。 
(27)三井文庫『三井物産支店長会議議事録14 大
正10年』丸善 2015年 P593～594。 
(28)三井文庫『三井物産支店長会議議事録15 大






























MBK コードの話をよく聞かされたし、各部に 1 冊
は分厚い革表紙の「MBK コード第 8 版」があり、
1300 頁にもなるその膨大かつ精緻な体系に驚か
されたものである」と記されている。1973年入社
の寺島は、電信暗号や電報を使用していないもの
と推測される。 
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